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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　墓石に立設される台座と、前記台座に着脱自在に取着される円柱の被点火物供え台と、
前記墓石に立設され前記台座および前記被点火物供え台を囲繞する円筒の金属製のカバー
受け部と、前記カバー受け部に着脱自在に嵌合し前記被点火物供え台をカバーする透明材
質の円筒のカバー部と、前記カバー部の上端に着脱自在あるいは開閉自在に取着される金
属製の蓋部と、からなり、
　前記カバー受け部の下部には１つ以上の第１の空気孔が穿設され、
　前記カバー受け部の内周面と前記カバー部の外周面とは密着して嵌合し、前記カバー受
け部に貫設されたナットにボルトが螺入されて、前記ボルトは前記ナットに対応する位置
の前記カバー部に穿設された貫通孔に貫入して、あるいは、前記ボルトはその先端が前記
カバー部の表面を押圧して、前記カバー部が前記カバー受け部に固定され、
　前記蓋部には１つ以上の第２の空気孔が穿設されている、
ことを特徴とする墓前用被点火供物立て。
【請求項２】
　前記被点火物供え台はその頂部に金属製の燭台が着脱自在に取着された石製、擬石製ま
たは金属製の蝋燭立て用供え台であり、あるいは、前記被点火物供え台は中空の円筒であ
ってその内部には垂直方向に仕切り板が挿着され該円筒の下部には第３の空気孔が穿設さ
れた擬石製または金属製の線香立て用供え台であって、前記台座に前記蝋燭立て用供え台
および前記線香立て用供え台のいずれもが取着可能である、
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ことを特徴とする請求項１に記載の墓前用被点火供物立て。
【請求項３】
　前記カバー部の中間部には着火孔が穿設され該着火孔には金属製の扉部が開閉自在また
は摺動自在に取着されている、
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の墓前用被点火供物立て。
【請求項４】
　前記蓋部は前記カバー部の断面形よりもやや大きい円形の天板と該天板の外周縁から垂
下される周縁壁からなり、
　前記天板には前記空気貫通孔が穿設され、前記蓋部と前記カバー部とを別体とすること
により着脱自在となし、あるいは前記蓋部と前記カバー部とを蝶着することにより開閉自
在となし、
　着脱自在あるいは開閉自在の前記蓋部の前記周縁壁には、対向する２箇所の位置あるい
は前記蝶着箇所に対向する位置に貫設されたナットにボルトが螺入され、前記ボルトは前
記ナットに対応する位置の前記カバー部に穿設された貫通孔に貫入して、あるいは、前記
ボルトはその先端が前記カバー部の表面を押圧して、前記蓋部が前記カバー部に固定され
る、
ことを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の墓前用被点火供物立て。
【請求項５】
　前記蓋部の前記天板は外側に向けて膨れた球面状であって、前記第２の空気孔は平面視
において前記天板に投影された前記被点火物供え台の外周の外側と前記天板の縁部との間
の位置に穿設されている、
ことを特徴とする請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の墓前用被点火供物立て。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、墓前に供される蝋燭あるいは線香の被点火供物を支持する墓前用の被点火
供物立てに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、お盆やお彼岸等の墓参りでは、墓前に花を供えたり、蝋燭や線香を灯したり
する慣習がある。通常、この蝋燭や線香は、墓石を構成する拝石上に載置された香炉内の
蝋燭立てや線香立てに差し込んで灯されるが、香炉の前面は開放されているため、風や雨
が吹き込むことがある。そして、墓前に供えた蝋燭の火や線香の火は、吹き込んだ風や雨
により消えてしまうこともある。この場合に、墓参りの最中であれば点けなおすこともで
きるが、点けなおすことは煩わしくもあり、まして、墓参りの後では、再度、墓前に行っ
て点けなおすことは煩わしいこともあって実行できるものではなく、墓参りの後に火が消
えてはしまいかと、気になるものである。
【０００３】
　このような問題点を解決するための発明としては、特開平９－３０２９９８号公報およ
び実開平６－８２３２５号公報に開示のものがある。
　特開平８－２３５９３０号公報に開示のものは、発明の名称を「墓前蝋燭立て」とし、
その目的とするところは、「カバー部の脱着が容易で、安全性に優れ、外気が取り込まれ
易く、蝋燭の不完全燃焼を防ぐとともに、カバー部の内壁を煤で汚すのを防ぎ、更に、風
等に影響されずに蝋燭の炎を灯すことができ、風で飛ばされたり、鳥等により倒されるこ
とがなく、構造が簡単で量産性に優れ保守管理が容易な墓前蝋燭立てを提供すること」に
ある。
【０００４】
　この課題の解決手段を、図６を参照しながら説明する。なお、図６は当該発明の実施例
に係る分解斜視図である。すなわち、墓前蝋燭立て２００を、「下台２０２ａと、下台２
０２ａと一体に形成された上台２０２ｂと、上台２０２ｂの側壁に形成されたカバー嵌合



(3) JP 4388504 B2 2009.12.24

10

20

30

40

50

部２０３と、上台２０２ｂの上面に形成された上部通気孔２０４と、上台２０２ｂの上面
に形成された燭台受部２０５と、下台２０２ａの側壁に形成された下部通気孔２０６と、
を備えた台座部２０２と、開口部の近傍の内壁に形成されたカバー係止部２１１を有した
筒状のカバー部２１０と、略中心部に蝋燭支持部２２１を有した凹状の燭台２２０と、を
備え」る構成とすることにより、課題解決を図ったものである。
【０００５】
　また、実開平６－８２３２５号公報に開示のものは、考案の名称を「線香立て」とし、
その目的とするところは、「屋外においても風雨に影響されず、線香の完全燃焼が可能で
あり、しかも、煙の立ち登り方も、常に均一である線香立てを提供する」ことにある。こ
の課題の解決手段を、図７を参照しながら説明する。なお、図７は当該考案の実施例に係
る断面図である。すなわち、線香立て３００を、「受皿部分３０１を内部に備えた台座部
分３０２と、該台座部分３０２の上端に取り付け可能な筒状本体３０３からなる線香立て
で、受皿部分３０１の中央には耐熱性ある素材からなる螺旋状線香立３０４が立てられて
おり、筒状本体３０３の下部には、筒状本体３０３を台座部分３０２に取り付けた際に、
台座部分３０２の上端部を覆うスカート部材３０５が存在し、筒状本体３０３の上端部に
はスリット状の窓３０７が設けられており、かつ筒状本体３０３の上端は、傘状の屋根３
０６で覆われてい」る構成とすることにより、課題解決を図ったものである。
【特許文献１】特開平９－３０２９９８号公報
【特許文献２】実開平６－８２３２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特開平９－３０２９９８号公報に開示のものは、蝋燭を灯すときには筒
状のカバー部２０１を外す必要があり、また、筒状のカバー部２０１の上部は開放されて
いて、降雨時については配慮されていない。また、実開平６－８２３２５号公報に開示の
ものは、線香を容器内に納置するときや線香の灰を掃除するときには、筒状本体３０３を
外す必要がある。さらに、蝋燭立てや線香立ては近接して、あるいは隣接して墓前に設置
されるため、外観上統一されていることが望ましいが、特開平９－３０２９９８号公報に
開示のものや実開平６－８２３２５号公報に開示のものは、当然ながらデザインが統一さ
れてはいない。
【０００７】
　そこで、本願発明は、蝋燭に火を灯すことが容易で、蝋燭の蝋や線香の灰の除去が容易
にでき、かつ、風や雨に影響されずに蝋燭や線香を灯し続けることができ、安全性および
経済性に優れ、蝋燭や線香の不完全燃焼を防ぎ、さらに、外観上のデザインが同一で、互
換性のある墓前蝋燭立ておよび線香立てを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願請求項１に係る墓前用被点火供物立ては、墓石に立設される台座と、前記台座に着
脱自在に取着される円柱の被点火物供え台と、前記墓石に立設され前記台座および前記被
点火物供え台を囲繞する円筒の金属製のカバー受け部と、前記カバー受け部に着脱自在に
嵌合し前記被点火物供え台をカバーする透明材質の円筒のカバー部と、前記カバー部の上
端に着脱自在あるいは開閉自在に取着される金属製の蓋部と、からなり、前記カバー受け
部の下部には１つ以上の第１の空気孔が穿設され、前記カバー受け部の内周面と前記カバ
ー部の外周面とは密着して嵌合し、前記カバー受け部に貫設されたナットにボルトが螺入
されて、前記ボルトは前記ナットに対応する位置の前記カバー部に穿設された貫通孔に貫
入して、あるいは、前記ボルトはその先端が前記カバー部の表面を押圧して、前記カバー
部が前記カバー受け部に固定され、前記蓋部には１つ以上の第２の空気孔が穿設されてい
る、ことを特徴としている。
　また、本願請求項２に係る墓前用被点火供物立ては、請求項１に記載の墓前用被点火供
物立てであって、前記被点火物供え台はその頂部に金属製の燭台が着脱自在に取着された
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石製、擬石製または金属製の蝋燭立て用供え台であり、あるいは、前記被点火物供え台は
中空の円筒であってその内部には垂直方向に仕切り板が挿着され該円筒の下部には第３の
空気孔が穿設された擬石製または金属製の線香立て用供え台であって、前記台座に前記蝋
燭立て用供え台および前記線香立て用供え台のいずれもが取着可能である、ことを特徴と
している。
　そして、本願請求項３に係る墓前用被点火供物立ては、請求項１または請求項２に記載
の墓前用被点火供物立てであって、前記カバー部の中間部には着火孔が穿設され該着火孔
には金属製の扉部が開閉自在または摺動自在に取着されている、ことを特徴としている。
　さらに、本願請求項４に係る墓前用被点火供物立ては、請求項１ないし請求項３のいず
れかに記載の墓前用被点火供物立てであって、前記蓋部は前記カバー部の断面形よりもや
や大きい円形の天板と該天板の外周縁から垂下される周縁壁からなり、前記天板には前記
空気貫通孔が穿設され、前記蓋部と前記カバー部とを別体とすることにより着脱自在とな
し、あるいは前記蓋部と前記カバー部とを蝶着することにより開閉自在となし、着脱自在
あるいは開閉自在の前記蓋部の前記周縁壁には、対向する２箇所の位置あるいは前記蝶着
箇所に対向する位置に貫設されたナットにボルトが螺入され、前記ボルトは前記ナットに
対応する位置の前記カバー部に穿設された貫通孔に貫入して、あるいは、前記ボルトはそ
の先端が前記カバー部の表面を押圧して、前記蓋部が前記カバー部に固定される、ことを
特徴としている。
　また、本願請求項５に係る墓前用被点火供物立ては、請求項１ないし請求項４のいずれ
かに記載の墓前用被点火供物立てであって、前記蓋部の前記天板は外側に向けて膨れた球
面状であって、前記第２の空気孔は平面視において前記天板に投影された前記被点火物供
え台の外周の外側と前記天板の縁部との間の位置に穿設されている、ことを特徴としてい
る。
【発明の効果】
【０００９】
　本願請求項１に係る墓前用被点火供物立ては、台座と、被点火物供え台と、カバー受け
部と、カバー部と、蓋部と、からなっていて、カバー部はカバー受け部に着脱自在に嵌合
し、被点火物供え台は台座に着脱自在に螺着されているので、滴り落ちる蝋燭の蝋や線香
の灰などにより、汚れ易い被点火物供え台の掃除を、カバー部および被点火物供え台を取
り外すことによりきわめて容易におこなうことができる。さらに、被点火物供え台は、カ
バー受け部、カバー部および蓋部とによって囲繞されているので、たとえば、飛来してき
た紙くずなどに、蝋燭の火や線香の火が燃え移ることはなく安全である。
【００１０】
　また、カバー受け部および蓋部に穿設された空気孔により、蝋燭や線香には十分に空気
が供給されるため、蝋燭や線香の不完全燃焼を防ぐことができ、被点火物供え台は、カバ
ー部および蓋部によって囲繞されているので、風や雨に影響されずに蝋燭や線香を灯し続
けることができる。そして、カバー受け部および蓋部を金属製とすることにより、強度を
落とすことなくこれらの部品を複雑な形状に加工することができる。なお、本願発明に使
用される金属は、耐候性を要することからステンレス、銅、アルミニウム等が好ましい。
さらに、カバー部を透明のガラス製とすることにより、内部の蝋燭や線香を透視すること
ができる。
【００１１】
　そして、本願発明に係るカバー部のカバー受け部に対する固定方法としては、カバー受
け部に貫設されたナットにボルトを螺入し、さらに、当該ボルトの先端が当該ナットに対
応する位置のカバー部に穿設された貫通孔に貫入して固定する方法（以下、「貫入固定方
法」という。）、あるいは、当該ボルトの先端がカバー部の表面を押圧して固定する方法
（以下、「押圧固定方法」という。）がある。貫入固定方法は、カバー部をカバー受け部
の所定の位置に確実に固定することができるが、カバー部に貫入孔を穿設する必要がある
。一方、押圧固定方法はカバー部に貫入孔を穿設することを要しないが、カバー部をカバ
ー受け部に固定する位置が所定の位置とは限らず、前後に振れることがある。後述する実
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施例１および実施例２では、貫入固定方法に拠っている。
【００１２】
　本願請求項２に係る墓前用被点火供物立てでは、被点火物供え台を蝋燭立て用あるいは
線香立て用としていて、蝋燭立て用供え台および前記線香立て用供え台のいずれもが台座
に取着可能になっている。このため、蝋燭立て用供え台および前記線香立て用台とは相互
に交換可能であって、その他の構成部品を略同一とすることができるため、互換性に優れ
経済的である。また、被点火物供え台以外の外観に係る構成要素は同一であるので、外観
上のデザインが同一である。なお、蝋燭立て用供え台および前記線香立て用供え台の台座
への取着方法としては、螺着、嵌着、係着などがある。後述する実施例１および実施例２
は、螺合による螺着方法を採用している。
【００１３】
　また、蝋燭立て用の被点火物供え台は、その頂部の燭台を着脱自在の金属製としている
。このため、破損しやすい突状に形成された蝋燭支持部を所定の強度に保つことができる
とともに、汚れやすい燭台の掃除や交換も着脱自在のため容易にできる。また、蝋燭立て
用の被点火物供え台自体を石製または擬石製とすることにより、墓前用被点火供物立てに
重厚感が生ずる。このことは、蝋燭立てについてもいえることである。そして、線香立て
用の被点火物供え台は中空の円筒であって、その内部には垂直方向に仕切り板が挿着され
、中空の円筒の下部には第３の空気孔が穿設されている。このため、供える線香の数が少
なくとも略垂直に線香を立てることができ、第３の空気孔により線香を完全燃焼させるこ
とができるとともに、中空の円筒内の水滴は速やかに空気孔から中空の円筒外に排出され
る。
【００１４】
　本願請求項３に係る墓前用被点火供物立てでは、カバー部の中間部には開閉自在または
摺動自在に取着される扉部を備える着火孔が穿設されている。このため、カバー部をカバ
ー受け部から外さずに着火孔から蝋燭に火を灯すことができる。なお、この着火孔は、主
として、蝋燭立て用に使用される墓前用被点火供物立てに具備されるが、線香立て用に使
用される墓前用被点火供物立てに具備されても良いことは勿論である。
【００１５】
　本願請求項４に係る墓前用被点火供物立ては、蓋部をカバー部の断面形よりもやや大き
い円形の天板と該天板の外周縁から垂下される周縁壁から構成させている。このため、こ
の蓋部でカバー部に蓋をしたときには、この蓋部がカバー部上部をすっぽりと覆うことに
なるから、蓋部とカバー部との隙間から埃や水がカバー部内部に侵入することはない。ま
た、蓋部とカバー部は、着脱自在あるいは開閉自在とすることができるが、開閉自在とし
た場合には、蓋部とカバー部は一体のものとなるから、どちらかを紛失することはない。
そして、蓋部とカバー部は、ボルトとナットにより固定されるので、不用意に蓋部がカバ
ー部から外れることはない。
【００１６】
　なお、本願発明に係る蓋部のカバー部に対する固定方法としては、前述した貫入固定方
法、あるいは、押圧固定方法があるが、後述する実施例１および実施例２では、貫入固定
方法に拠っている。また、蓋部をカバー部に蝶着させるためには、蝶番の羽根をカバー部
に固着させる必要があるが、固着させる方法としては、カバー部に貫通孔を穿設し、この
貫通孔にボルトを挿入して螺着させる方法、蝶番の一方の羽根を側面視においてコの字状
にしてコの字の開口部をカバー部の上端から挿入して挟着させる方法などがある。後述す
る実施例１および実施例２では、挟着させる方法を採用し、さらに、挟着させた上、ボル
トの先端でカバー部の表面を押圧している。
【００１７】
　本願請求項５に係る墓前用被点火供物立てでは、蓋部の天板を外側に向けて膨れた球面
状とし、天板に穿設する空気孔の位置を、平面視において天板に投影した被点火物供え台
の外周の外側と天板の縁部との間としている。このため、蓋部の天板上に落ちた水滴は、
滑り落ちて蓋部の縁部からカバー部の外に落下する。また、空気孔から侵入する水滴は、
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そのまま、被点火物供え台の外側に落ちるから、供えられた蝋燭や線香に直接水滴がかか
ることはなく、蝋燭の火や線香の火が雨で消えることはない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明を実施するための最良の形態に係る実施例１および実施例２について、図１ない
し図４に基づいて説明する。なお、実施例１は、蝋燭立てに使用する墓前用被点火供物立
てであり、実施例２は、線香立てに使用する墓前用被点火供物立てである。
【００１９】
　図１は、実施例１および実施例２に係る墓前用被点火供物立ての斜視図である。図２（
ａ）は、実施例１に係る墓前用被点火供物立ての正面図であり、同図２（ｂ）は、その側
面図である。図３（ａ）は、実施例１に係る蝋燭立て用被点火物供え台の平面図であり、
同図３（ｂ）は、その正面図である。図４（ａ）は、実施例２に係る墓前用被点火供物立
ての正面図であり、同図４（ｂ）は、その側面図である。図５（ａ）は、実施例２に係る
線香立て用被点火物供え台の平面図であり、同図５（ｂ）は、その正面図である。
【００２０】
　図１ないし図５において、符号１は実施例１の墓前用被点火供物立て、符号２は実施例
２の墓前用被点火供物立て、符号１０は墓石、符号１２は台座定着穴、符号２０は台座、
符号２２は台座螺合部、符号２４は台座定着用アンカー、符号３０は蝋燭用被点火物供え
台、符号３２は線香用被点火物供え台、符号３４は蝋燭用被点火物供え台円筒部、符号３
６は線香用被点火物供え台円筒部、符号３８は燭台支持用台座、符号４０は燭台、符号４
２は蝋燭支持部、符号４３は蝋燭受け皿、符号４４は燭台取付け用ボルト、符号４６は線
香仕切り板、符号４８は第３の空気孔、符号５０はカバー受け部、符号５２は第１の空気
孔、符号５４はカバー部固定ナット、符号５６はカバー部固定ボルト、符号７０はカバー
部、符号７２はカバー部本体、符号７４は着火孔、符号７６は着火孔扉、符号７８は着火
孔扉本体、符号８０は着火孔扉把手、符号８２は着火孔扉枠、符号８４はカバー受け部固
定ボルト挿入孔、符号８６は蓋部固定ボルト挿入孔、符号９０は蓋部、符号９２は天板、
符号９４は周縁壁、符号９６は第２の空気孔、符号９８は蓋部固定ナット、符号１００は
カバー部蓋部ボルト、符号１０２は蝶番、符号１０４は締付ボルトである。なお、図１で
は、墓前用被点火供物立て１および墓前用被点火供物立て２が、同一の墓石１０上に隣接
して立設されているが、それぞれ離間した位置に立設しても良く、さらには、墓石１０を
小型の直方体として、持ち運び可能としても良いことは勿論である。
【００２１】
　まず、実施例１に係る墓前用被点火供物立て１について説明する。
　墓前用被点火供物立て１は、台座２０と、蝋燭用被点火物供え台３０と、カバー受け部
５０と、カバー部７０と、蓋部９０と、から構成されている。
【００２２】
　台座２０は、台座螺合部２２と、台座定着用アンカー２４とから構成され、台座螺合部
２２は径の異なる２枚の円盤を同一軸心上に重ねた形状を呈していて、その上部は径の小
さな円盤であって該円盤の外周面には雄螺子が螺刻されている。そして、径の大きな円盤
の径の小さな円盤とは反対側には、軸心を同じくする丸棒の台座定着用アンカー２４が固
着されていて、台座定着用アンカー２４の先端近傍には放射状に４枚の羽根が固着されて
いる。墓石１０には台座定着穴１２が削孔されていて、台座定着穴１２に台座定着用アン
カー２４が挿入されモルタルが充填されて固着される。前述の台座定着用アンカー２４の
４枚の羽根は、台座定着用アンカー２４が台座定着穴１２から抜け出すのを防止する役割
を担うものである。
【００２３】
　なお、台座３１の径の大きな円盤の径は略３０ｍｍφであり、厚さを４ｍｍとし、径の
小さな円盤の径は略２５ｍｍφであり、厚さを７ｍｍとしている。したがって、台座螺合
部２２には、径の異なる２枚の円盤による段差部が形成され、その段差部の面幅は２．５
ｍｍであり、立ち上がりは７ｍｍであって、後述する蝋燭用被点火物供え台円筒部３４の
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下端は、この段差部の面に当接して螺着するようになっている。また、台座定着用アンカ
ー２４には９ｍｍφの丸棒が使用されている。
【００２４】
　蝋燭用被点火物供え台３０は、蝋燭用被点火物供え台円筒部３４と、燭台支持用台座３
８と、燭台４０とから構成され、さらに、燭台４０は、蝋燭支持部４２と、蝋燭受け皿４
３と、燭台取付け用ボルト４４とから構成されている。
【００２５】
　蝋燭用被点火物供え台円筒部３４の中空部の上部と下部には、雌螺子が螺刻されていて
、台座螺合部３１の雄螺子が、下部の中空部に螺刻された雌螺子と螺合することにより、
台座３１に蝋燭用被点火物供え台円筒部３４が螺着される。なお、蝋燭用被点火物供え台
円筒部３４の外径は略３０ｍｍφであり、高さを３０ｍｍとしている。
【００２６】
　そして、燭台支持用台座３８は、台座２０と同様、径の異なる２枚の円盤を同一軸心上
に重ねた形状を呈していて、その下部は径の小さな円盤であって該円盤の外周面には雄螺
子が螺刻されている。そして、この雄螺子が、前述した蝋燭用被点火物供え台円筒部３４
の上部の中空部に螺刻された雌螺子に螺合することにより、蝋燭用被点火物供え台円筒部
３４に燭台支持用台座３８が螺着される。なお、台座３１と同様に、燭台支持用台座３８
の径の大きな円盤の径は略３０ｍｍφであり、厚さを４ｍｍとし、径の小さな円盤の径は
略２５ｍｍφであり、皿深さを９ｍｍとしている。
【００２７】
　燭台支持用台座３８の中心部には雌螺子が螺刻された螺子孔が穿設されていて、この孔
に燭台４０の燭台取付け用ボルト４２が螺合することにより、燭台４０は燭台支持用台座
３８に螺着される。燭台４０は従来と異なるところはなく、前述したように、蝋燭支持部
４２と、蝋燭受け皿４３と、燭台取付け用ボルト４４とから構成されていて、燭台取付け
用ボルト４４を燭台支持用台座３８の中心部に穿設された螺子孔に螺着させることにより
、蝋燭用被点火物供え台３０が組み立てられる。この蝋燭用被点火物供え台３０の墓石１
０表面から蝋燭支持部４２の頂部までの高さは、略５５ｍｍである。
【００２８】
　カバー受け部５０は、金属製の薄板から形成されていて、銅板を使用している。そして
、このカバー受け部５０は、以下の手順により製作される。すなわち、
（１）銅板を曲折してその両端縁同士を溶着あるいは貼着して円筒にする。
（２）円筒の下部に長さ方向に切れ込みを８箇所入れ、交互に４箇所を内部に向けて直角
に折曲げ（以下、「第１の折曲げ部」という。）、折曲げた部分を略５ｍｍ残して切断す
る。
（３）折り曲げていない４箇所について、第１の折曲げ部から略５ｍｍ下方の位置で内部
に向けて直角に折曲げる（以下、「第２の折曲げ部」という。）。折曲げた先端は、円筒
の中心部近傍に位置することになる。
【００２９】
　前述した墓石１０に台座３６を固着する際に、第２の折曲げ部の折曲げた水平部分を墓
石１０と台座螺合部２２の下面との間に挟入することにより、カバー受け部５０を墓石１
０に立設せしめている。そして、第１の折曲げ部は、第２の折曲げ部が墓石１０の表面に
当接することにより、矩形の第１の空気孔５２が４箇所に形成される。さらに、第１の折
曲げ部の折曲げた水平部分には、後述するように、カバー部７０の下端部が載置されて、
カバー部７０の下端部と墓石１０の表面との間に所定の間隙を保持し、第１の空気孔５２
の有効開口面積を確保する役割を担っている。
【００３０】
　カバー受け部５０の上部には１個のカバー部固定ナット５４が固着されていて、カバー
部固定ナット５４の螺子孔に合わせてカバー受け部５０には孔が穿設されている。そして
、このカバー部固定ナット５４に螺合するカバー部固定ボルト５６は、カバー部固定ナッ
ト５４に螺入して、その先端がカバー受け部５０内部に貫入し、さらに、後述するカバー
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部本体７２に穿設されるカバー部固定ボルト挿入孔８４に貫入するようになっている。な
お、カバー受け部５０の内径は、後述するカバー部７０の外径と略同一の６０ｍｍφであ
り、高さを略５０ｍｍとしている。また、カバー部固定ナット５４は複数個であっても良
いことは勿論である。なお、本実施例では、カバー部固定ナット５４を１箇所に固着して
いるが、カバー受け部５０の周方向に等間隔に２個以上固着しても良い。
【００３１】
　カバー部７０は、外径が略６０ｍｍφで長さが１６０ｍｍの円筒状のカバー部本体７２
と、着火孔扉７６とから構成され、カバー部本体７２を厚さ５ｍｍの耐熱ガラス製とし、
着火孔扉７６を銅板製としている。カバー部本体７２の中間部には長さ方向に長さ５０ｍ
ｍ×幅１５ｍｍの小判型の孔が穿設されて着火孔７４が形成されている。
【００３２】
　そして、着火孔７４の縁に沿って図示外のコの字状の銅板製の枠が嵌め込まれ、この枠
に着火孔扉７６が固着されている。着火孔扉７６は、着火孔扉本体７８と、着火孔扉枠８
２とから構成されている。着火孔扉枠８２はコの字状の部材の開放部分を内側に向けた左
右枠と下枠の三方枠であり、着火孔扉本体７８は平板であって、その上部が直角に折り曲
げられて着火孔扉把手８０が形成されている。そして、着火孔扉本体７８の左右の辺縁が
着火孔扉枠８２の左右枠に嵌合することによって、着火孔扉本体７８が上下にスライドす
るようになっている。なお、変形例として、着火孔扉本体７８を着火孔扉枠８２に蝶番で
蝶着することにより、着火孔扉本体７８を開閉自在としても良い。
【００３３】
　カバー部本体７２は、カバー受け部５０に挿入され、カバー部本体７２の下端部がカバ
ー受け部５０の第１の折曲げ部の折曲げた水平部分に当接することにより、カバー受け部
５０に対するカバー部７０の上下方向の位置が定まる。そして、カバー受け部５０のカバ
ー部固定ナット５４に対応する位置に穿設されたカバー部固定ボルト挿入孔８４に、カバ
ー部固定ナット５４に螺入させたカバー部固定ボルト５６の先端を貫入させることにより
、カバー受け部５０に対するカバー部７０の周方向の位置が定まる。このようにして、カ
バー受け部５０に対して、カバー部７０の上下方向の位置および周方向の位置が定まりカ
バー部７０が所定の位置に固定される。なお、後述する蓋部９０の蓋部固定ナット９８に
対応する位置には蓋部固定ボルト挿入孔８６が穿設されている。
【００３４】
　蓋部９０は、天板９２と、天板９２の周縁から垂設された周縁壁９４と、から構成され
、天板９２は外側に膨らんだ球面状を呈し、天板９２の周縁近傍には、４つの円形の第２
の空気孔９６が穿設されている。この第２の空気孔９６が穿設される位置は、平面視にお
いて天板９２に投影した被点火物供え台３０の外周の外側としている。
【００３５】
　蓋部９０の一端は、蝶番１０２を介してカバー部本体７２の上端に開閉自在に蝶着され
ている。蝶番１０２の一方の羽根は蓋部９０に溶着され、他方の羽根は側面視がコの字状
を呈していて、コの字状の開口部がカバー部本体７２の上端に挿入されて挟着され、締付
ボルト１０４でカバー部本体７２の表面を押圧して固定されている。蝶番１０２の反対側
の位置の周縁壁９４は、その面積が大きく形成されて蓋部固定ナット９８が固着されてい
る。そして、蓋部固定ナット９８の螺子孔に合わせて周縁壁９４に孔が穿設され、カバー
部蓋部ボルト１００が螺入できるようになっている。蓋部９０でカバー部７２の上端に蓋
をしたときには、蓋部固定ナット９８の螺子孔と蓋部固定ボルト挿入孔８６の位置が合致
するようになっていて、カバー部蓋部ボルト１００を蓋部固定ナット９８に螺入させ、カ
バー部蓋部ボルト１００の先端を蓋部固定ボルト挿入孔８６に貫入させることにより、蓋
部９０はカバー部７２に固定される。なお、蓋部９０をカバー部本体７２に蝶着せずに、
着脱自在としても良いことは勿論であり、前記締付ボルト１００及び同ボルト１０４のう
ちの一方を省略し、別途の突起係止部を設け、他方のボルトのみで蓋部９０を固定するよ
うにしても良い。
【００３６】
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　つぎに、実施例１の墓前用被点火供物立て１の作用について説明する。
　墓石１０上に固着された台座３６に蝋燭用被点火物供え台円筒部３４を螺入して固定し
、さらに、蝋燭用被点火物供え台円筒部３４に燭台支持用台座３８を螺入する。そして、
燭台支持用台座３８の中心部の螺子孔に燭台４０の燭台取付け用ボルト４２を螺入させる
ことにより、蝋燭用被点火物供え台３０が組み立てられる。その後、墓石１０に立設され
たカバー受け部５０にカバー部７０を嵌入させ、カバー部固定ボルト５６をカバー部固定
ナット５４に螺入させてカバー部７０を固定することにより、墓前用被点火供物立て１が
組み立てられる。前述したように、カバー受け部５０の内径とカバー部７０の外径は略同
一であるので、カバー部７０はカバー受け部５０に密着して固定される。また、組み立て
られた墓前用被点火供物立て１の墓石１０の表面から頂部までの高さは、略１７０ｍｍで
ある。
【００３７】
　そして、墓前用被点火供物立て１の蓋部９０を開けて図示外の蝋燭を蝋燭支持部４２に
差し込み、蓋部９０を閉じた後、着火孔扉７６を開けて着火孔７４から蝋燭に点火する。
【００３８】
　点火された蝋燭は、第１の空気孔５２、５２、・・から空気が供給され、燃焼に使用さ
れた空気は第２の空気孔９６、９６、・・から排出されることにより、燃え続けて完全燃
焼する。墓前用被点火供物立て１内の蝋燭に点火した状態で、２ｍ離れた位置から扇風機
（松下電器株式会社製：ＦＫ５０１ＪＡ型）の風量を「強」にして扇風機の風を墓前用被
点火供物立て１に当て続けたが、墓前用被点火供物立て１内の蝋燭の炎は消えることもな
く燃え続け完全燃焼した。
【００３９】
　蝋燭の燃焼により滴り落ちた蝋は蝋燭受け皿４３に溜まるが、燭台４０は、燭台取付け
用ボルト４２を介して燭台支持用台座３８に対して着脱可能であるので、燭台４０のみを
外すことにより簡単に掃除ができる。また、たとえ被点火物供え台３０自体が汚れても、
被点火物供え台３４も着脱可能であるので、被点火物供え台３４を台座３１から外すこと
により簡単に掃除ができる。さらに、煤などでカバー部７０が汚れた場合でも、カバー部
７０のみをカバー受け部５０から取り外すことにより簡単に掃除ができる。
【００４０】
　つぎに、実施例２の墓前用被点火供物立て２について説明する。
　実施例２の墓前用被点火供物立て２は実施例１の墓前用被点火供物立て１と略同様の構
成および効果を奏するため、ここでは主として、墓前用被点火供物立て２が墓前用被点火
供物立て１と異なる構成、およびその異なる構成が奏する効果について説明する。
【００４１】
　台座２０は、墓前用被点火供物立て１と全く同一であり、墓石１０に対する固着方法も
同一であるからその説明を省略する。
【００４２】
　線香用被点火物供え台３２は、線香用被点火物供え台円筒部３６と、線香仕切り板４６
とから構成されている。線香用被点火物供え台円筒部３６下部の中空部には、雌螺子が螺
刻されていて、この雌螺子が台座螺合部３２の雄螺子に螺合することにより、台座３０に
線香用被点火物供え台３２が螺着される。
【００４３】
　線香用被点火物供え台円筒部３６の中空部には、線香仕切り板４６が挿着されている。
この線香仕切り板４６は、線香用被点火物供え台円筒部３６の内径よりも小さな外径の円
筒と、該円筒の外周壁と被点火物供え台円筒部３６の内周壁とを平面視において放射状に
連結する４枚の板壁から構成されている。すなわち、線香仕切り板４６により、線香用被
点火物供え台円筒部３６内は、上部が開放された５つに区画された部屋を有することにな
る。そして、それぞれの区画された部屋の底面に接する壁面には半円形の第３の空気孔４
８、４８、・・が穿設されている。線香用被点火物供え台円筒部３６の外径は、蝋燭用被
点火物供え台円筒部３４の外径と同様の略３０ｍｍφであり、その長さを略５０ｍｍとし
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ているが、異なる寸法とする、ことができることは勿論である。
【００４４】
　カバー受け部５０、カバー部７０および蓋部９０の構成については、墓前用被点火供物
立て１についてのそれぞれの部材と同様であるので、その説明を省略する。ただし、カバ
ー部７０については、着火孔７０が具設されていない点で、墓前用被点火供物立て１とは
異なるが、着火孔７０を具設しても良いことは勿論である。
【００４５】
　つぎに、実施例２の墓前用被点火供物立て２の作用について説明する。墓前用被点火供
物立て２の組み立て方法については、墓前用被点火供物立て１の組み立て方法と同様であ
るので、その説明を省略する。
　組み立て後の墓前用被点火供物立て２の蓋部９０を開けて、点火された図示外の線香を
、線香仕切り板４６で仕切られた線香用被点火物供え台３２に挿入する。線香の本数が少
ないときには、線香仕切り板４６の中心にある円筒の部分に挿入するが、線香の本数が多
いときには、纏めるようにしてそれぞれの区画された部屋に挿入する。
【００４６】
　点火された線香は、第１の空気孔５２、５２、・・から空気が供給され、燃焼に使用さ
れた空気は第２の空気孔９６、９６、・・から排出されることにより、燃え続ける。線香
が燃え続けることにより線香用被点火物供え台３２の天端付近まで短くなると、第１の空
気孔５２、５２、・・から供給される空気は、さらに、第３の空気孔４８、４８、・・を
通って線香用被点火物供え台３２内に供給されるため、線香は完全燃焼する。
【００４７】
　線香用被点火物供え台３２に挿入された線香は、線香仕切り板４６により細かく区画さ
れた部屋に略垂直に立てられるので、線香の灰は線香用被点火物供え台３２の内部に落ち
て溜まるが、線香用被点火物供え台３２は着脱可能であるので、線香用被点火物供え台３
２を墓前用被点火供物立て２から外すことにより簡単に掃除ができる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】図１は、実施例１および実施例２に係る墓前用被点火供物立ての斜視図である。
【図２】図２（ａ）は、実施例１に係る墓前用被点火供物立ての正面図であり、同図２（
ｂ）は、その側面図である。
【図３】図３（ａ）は、実施例１に係る蝋燭立て用被点火物供え台の平面図であり、同図
３（ｂ）は、その正面図である。
【図４】図４（ａ）は、実施例２に係る墓前用被点火供物立ての正面図であり、同図４（
ｂ）は、その側面図である。
【図５】図５（ａ）は、実施例２に係る線香立て用被点火物供え台の平面図であり、同図
５（ｂ）は、その正面図である。
【図６】特開平９－３０２９９８号公報に開示の発明の実施例に係る分解斜視図である。
【図７】実開平６－８２３２５号公報に開示の考案の実施例に係る断面図である。
【符号の説明】
【００４９】
１　実施例１の墓前用被点火供物立て
２　実施例２の墓前用被点火供物立て
２０　台座
３０　蝋燭用被点火物供え台
３２　線香用被点火物供え台
４０　燭台
４６　線香仕切り板
５０　カバー受け部
７０　カバー部
７４　着火孔
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９０　蓋部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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